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１．はじめに 

 インターネット上で Web アプリケーションが普

及し，クラウドコンピューティングが注目されるな

ど，ソフトウェアのサービス化が促進されている． 

我々は，変化の激しい時代には，エンドユーザ主導

のアプリケーション開発とその保守が重要になると

いう観点から，小さな部門や個人の業務を対象とす

る中小規模の Web アプリケーションに関して，低

コストで短期間に開発するとともに，頻繁な機能変

更を伴う保守にも対応するために，その分野の業務

の専門家主導で開発・保守ができるような技法を研

究してきた． 

 特に本研究においては，多種多様なビジネスロジ

ック（業務規則）に関して，サービス提供側の視点

に立ったビジネスロジック定義のテンプレートを導

入し，そのケーススタディを実施するため，身近な

例題として，最近需要が増大しているマッチングサ

ービスを取り上げた． 

２．マッチングサービスの動向 

 2015 年度に注目されたマッチングサービスは数

多いが，その代表的なものは，民泊と配車サービス

である．民泊は，自宅の空き部屋を旅行者に貸し出

すサービスで，外国からの観光客増加とともに利用

者が増え，トラブルも発生しているため，関係省庁

でルールを作成中である．ホテル不足への対応策と

しても期待されている．配車・相乗りサービスは，

個人が自家用車を運転して有料で客を運ぶもので，

海外ではタクシーより安価で便利なため利用者が増

え，タクシー業界とのトラブルも発生している．国

内では，白タクは違法であるが，過疎地域でのニー

ズを考慮した合法化の検討がなされている． 

 これらはいずれもサービスの提供者と利用者を結

びつける典型的なマッチングサービスである．リソ

ースをシェア（共有）して利用率をあげるので，シ

ェアリング・エコノミーと呼ばれている．この分野

のものとしては，個人の駐車場の空き時間の活用や，

空きスペースの時間貸し，印刷機の空き時間を利用

した小口注文処理など，枚挙にいとまがない．多彩

な能力を有する個人と仕事の依頼者を結びつけるク

ラウドソーシングなどもインターネット上のＷｅｂ

サイトを活用したマッチングサービスである． 

 また，まとまった資金を必要とする個人や団体が

寄付を募るクラウドファンディングも一般に普及し

つつあるが，これも不用品や古着などの提供者と希

望者を結びつける物のマッチングサービスの一種と

考えられる． 

３．マッチングドメインのモデル化 

 前章で述べたようなサービスや物のマッチングサ

ービスは図１のようにモデル化できる． 

 

図１．サービスや物のマッチングサービス 

  

 種々のマッチングサービスのシステム構築に用い

られるテーブルの構造は扱う対象に依存するが，基

本的な概念は，その扱う対象の提供者と希望者との

マッチングという意味で共通している． 

 なお，具体的な事例は広範囲にわたるため，たと

えばマッチングサイト構築用のアプリケーションフ

レームワークを開発するとしても，マッチングサー

ビスの対象範囲を絞らなければ，フレームワーク化

できる部分は限られ，エンドユーザ主導開発実現の

障害となる．そこで，まず，マッチングサイトの分

類要因を以下の３種類とする． 

 ＷＨＯ：提供者・希望者 

 ＷＨＡＴ：物，サービス 

 ＨＯＷ：マッチング決定アルゴリズム 

 本研究では，市民参加型システム構築を目標とし

ているので，ＷＨＯについては，対等な関係の一般

ユーザ（市民）を対象とする．ＷＨＡＴについては，

不用品再利用のような物，あるいは，雪国の高齢者

世帯の雪下ろしや水害などの災害復旧支援のボラン

ティア活動などのサービスを対象とする． このよう

な分野のマッチングサービスは，Ｗｅｂサイト化さ

れれば効果が大きいと考えられる．ＨＯＷについて

は，エンドユーザ主導のアプリケーション開発を実

現するために，アルゴリズムがシンプルなものに限

定する． 



４．ケーススタディ 

研究試作については，前章のモデリングを前提に，

ボランティアサービスのためのＷｅｂアプリケーシ

ョン（Ｗｅｂサイト）を例題として取り上げた．特

に最近は災害地でのボランティア活動が日常化して

いるが，現場とボランティアのマッチングは必ずし

もうまくいっていない．2014.8の広島市の豪雨によ

る土砂災害では，ボランティアの数が足りていると

して県外からの支援を断ったが，実際には人手不足

の現場があったといった問題は，迅速にマッチング

サイトを立ち上げることができれば解決できる． 

そこで，この例題アプリケーションの開発を通じ

て，マッチングドメインに特化したアプリケーショ

ンフレームワークを開発し，その評価を実施した． 

最初に既存の類似システムを調査し，その問題点

を明らかにした．特に，ボランティア参加申請ある

いはボランティア参加依頼をしたのちにお互いの連

絡先を交換し，サイト内のメッセージ機能や電話等

で合意した後にサイト運営側に報告を行う現行のプ

ロセスは，その効率の悪さが重要課題であった． 

本研究では，参加申請と参加依頼を可能とする一
般性を保持しながらも，シンプルなマッチングアル
ゴリズムを設定した．すなわち，参加申請を起点と
する場合は，ボランティア依頼者側が申請者のプロ
フィールから判断して可否を即決するものとした．
一方，参加依頼を起点とする場合は，あらかじめ，
ボランティア参加希望者に希望内容を設定もらって
おき，参加依頼側は，この希望内容が一致する参加
依頼候補者を選択し，参加依頼を送付後，ボランテ
ィア参加希望者側が可否を即決するようにした． 

アプリケーションフレームワークの実装には，Ｗ

ｅｂアプリケーションに相性の良いＭＶＣアーキテ

クチャを採用し，既存の汎用の Java フレームワー

クであるJavaEEをベースとして開発した． 

５．試作したフレームワークの適用実験 

適用評価の対象アプリケーションとしては，本研
究の対象ドメインと同じボランティアサービスのマ
ッチングアプリケーションと，少し対象ドメインと
は異なる不用品再利用サービスのマッチングアプリ
ケーションの2種類を選択した．後者は研究成果の
適用範囲の検証のために実施した． 

表１は，試作したフレームワークをボランティア
サービスのマッチングアプリケーション開発に適用
した結果を示す． 

表１. ボランティアサービスへの適用結果 
 JSF CDI EJB JPA 全体 

全体 4149 3788 997 1323 10257 

フレームワーク 3453 3315 989 1045 8802 

業務固有 696 473 8 278 1455 

フレームワークが 

占める割合 

83.2% 87.5% 99.2% 79.0% 85.8% 

 

 表の1行目のJSF，CDI，EJB，JPAは，アプリ
ケーションのサブシステムを示し，各々，ユーザイ
ンタフェース，その制御，業務処理，データベース
処理が対応する．2 列目はソースプログラムのサイ
ズ（行数）で，その内訳が３行目のフレームワーク
利用部分と4行目のアプリケーション固有部分にな
る．5 行目がその割合を示す．結果として，システ
ム全体の 85.8%（8802 行）はフレームワークの提
供するプログラムを再利用できたので，アプリケー
ション開発者は業務固有部分の 14.2%（1455 行）
を追加することでシステムを完成できた． 

 次に表２は，不用品再利用品サービスに適用した
結果である． 

表２. 不用品再利用サービスへの適用結果 
 JSF CDI EJB JPA 全体 

全体 3857 3592 997 1107 9553 

フレームワーク 3453 3315 989 1045 8802 

業務固有 404 277 8 62 751 

フレームワークが 

占める割合 

89.5% 92.3% 99.2% 94.4% 92.1% 

 

システム全体の 92.1%（8802 行）はフレームワ
ークの提供するプログラムを再利用できたので，ア
プリケーション開発者は業務固有部分の7.9%（751

行）の追加でシステムを完成できた．なお，不用品
再利用サービスにおけるマッチングアルゴリズムは，
提供された不用品リストから希望者が選択をするの
が基本なので，ボランティアサービスよりもアプリ
ケーション固有の処理が少なくて済むため，再利用
率が高くなっている． 

６．今後の予定 

今回の研究試作と適用実験により，研究目的と研

究アプローチの有効性は確認できた．今後は，研究

の完成度を高め，主要な技術課題であるエンドユー

ザ（業務の専門家）によるビジネスロジックの定義

方法を具体化して，それを支援するビジュアルツー

ルを開発し，その適用評価を行う予定である． 
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